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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・関野　節子様～シンラック液処方となる。
・大久保　恵様～本日15:00自宅へ退院。

・宮川　鉄雄様～12/27　10:00に施設スタッフ来院し退院予定。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～時間隔離中。余暇は自室にて過ごしていること多い。声掛けにも穏やかに返答され、妄想に左右された発言なし。早期に処遇が改善できるように介入していく。
＜要注目患者様＞
・澤村　彬様～症状軽減してきているため、田名部Dr診察し、9:00時間隔離解除となる。
　　　　　　　時間隔離解除後、ホール内を「おふろ、おふろ」と話しながら徘徊してい

　　　　　　　る。また、スタッフの後を追いかけ、ユニットから出て行こうとすることあり、介入要している。初外来は1/5　9:30の予定。
・立花　圭様～他者の行動が気になる様子みられ、本人希望にて不穏時の頓服内服してい
る。また、首を掻きむしりながら「こんなところに入れやがって」「お母さん刺してやる」等と訴えることあるが、傾聴することで落ち着いている。
・滝沢　繁倫様～来詰され、「妹が死んだ。タクシー呼んでけろ」と訴えあり。説明には了承され、自室へ戻るが同内容の訴え頻回にあり。時折、大声を出すこともあるが粗暴行為や他者トラブルはない。
・上野　一夫様～バイタルサイン異常なし。声掛けには開眼され、返答している。口腔ケア時、やや抵抗している。
・田嶋　兼雄様～エプリッチは1/4摂取している。バイタルサイン異常なし。ケアに対する拒否や抵抗はない。
・畠山　正治様～体動活発、スタッフコール頻回にあり。内服は茶寒天にてむせ込みなく服用。四肢の冷感あり、酸素飽和度の測定不可。

＜措置入院患者様＞
・猪石　和宏様～夜間の睡眠はとれているが早朝覚醒みられている。また、頸部痛に関しての訴えや他者への不満も訴えているが興奮等はなく経過している。
・藤井　崇史様～夜間の睡眠もとれており、幻聴や妄想に関する訴えは聞かれていない。
・吉島　知寿子様～時折、不機嫌さはあるが不穏はなく経過している。夜間の睡眠もとれている。症状落ち着いているため、12月末頃に措置解除予定。
＜新入院患者様＞
氏名：櫻井　紀子(さくらい　のりこ)様　84歳　女性
　生年月日：昭和8年9月15日
　病　　名：アルツハイマー型認知症疑い
入院形態：医療保護入院(当院1回目)

　主治医　：田名部Dr

　＜経過＞

　　H20年に夫が死去後より単身生活をしていた。H24年頃より認知機能の低下があり、H26.3.10陸奥総合病院受付付近で徘徊しているため同日メンタルヘルス科初診。

H29.12.12バス停で倒れているのを発見され、同院救急外来に搬送。入院中、徘徊、理解困難な状況から12.14メンタルヘルス科へ転科、キーパーソンである弟様が八戸在住であり、八戸地域での施設入所等の希望があり、認知症専門治療、環境調整目的にてH29.12.23当院1回目の入院となる。

‐備考‐
　・LTセットBプラン
　※オムツに関しては入院中の使用状況を確認し、家族へ連絡していく。
　・緊急時は搬送希望
　・食事：全粥・常菜
